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＊ 1   立正大学大学院心理学研究科臨床心理学専攻























































2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
発達障害
（診断書有・配慮有）




（人） - - 515 809 1,944 2,310 2,746
支援障害学生数 （人） 2,256 2,972 3,440 4,137 5,253 5,897 6,451
支援障害学生数における
発達障害の割合









３ - １ 　DSM- Ⅳ -TRからDSM- 5 へ
　2013年 ５ 月には、アメリカ精神医学会より精神疾患の分類と診断の手引きの最新版である DSM- ５ （American  Psy-
chiatric Association, 2013）が発表された。DSM- ５  ドラフトにおいてすでに指摘されていたことであるが（本田，2010）、
DSM- Ⅳ -TR からの大きな変更点の一つに「広汎性発達障害」から「自閉症スペクトラム障害」への改定が挙げられる。
これまで「自閉性障害」、「アスペルガー障害」、「特定不能の広汎性発達障害」等、細分化されていた下位分類は、「自閉
症スペクトラム障害」という一括りの臨床単位へと変更されている。
　また、診断基準においても、DSM- Ⅳ -TR までの「対人相互反応における質的な障害」、「意思伝達の質的な障害」、
「行動、興味、および活動の限定された反復的で常同的な様式」の 3 つの領域において、それぞれのカテゴリーに定めら









Diagnostic interview Revised；Lord, Rutter, & Le Couteur, 1994）、対象児 ・ 者の行動を直接評価する ADOS-G（Autism 
Diagnostic Observation Schedule-Generic；Lord, Risi, Lambrecht, Cook. EH .Jr.,Leventhal, Dilavore, Pickles, & Rutter, 
2000）があり、スクリーニングを目的とした尺度では、養育者への面接によって実施する PARS（Pervasive  Develop-


















となった DSM- ５ における ASD の診断基準に対応する形となっている。
― 108 ―
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　神尾 ・ 辻井 ・ 稲田 ・ 井口 ・ 黒田 ・ 小山 ・ 宇野 ・ 奥寺 ・ 市川 ・ 高木（2009）は広汎性発達障害（pervasive developmen-
tal disorders; PDD）の診断（自閉性障害 ・ アスペルガー障害および特定不能の広汎性発達障害（PDD-NOS））を有する
児童と PDD 以外の精神医学的診断を 1 つ以上有する児童を対象に SRS を実施し、その臨床的有効性の検討を行ってい





ASD 特性は健常児童生徒から ASD の診断をもつ子どもまで連続的に分布し、明確な境界がないことが示されている。
　さらに、成人用対人応答性尺度（SRS-A）を用いた報告もなされており（Constantino & Todd, 200５）、一般成人集団
の SRS-A の得点が児童と同様の分布を示すことが明らかとなっている（武井 ・ 稲田 ・ 黒田 ・ 中鉢 ・ 高橋 ・ 内山 ・ 神尾，












4 - １ 　自閉症スペクトラム障害者の就労上の課題














4 - ２ 　自閉症スペクトラム障害のある学生の卒業後の進路








4 - ３ 　大学における自閉症スペクトラム学生の進路支援
















(人) (％) (人) (％) (人) (%) (人) (%) (人) (%)
就職者 13 38.2 12 17.9 46 25.7 57 26.4 75 24.7
進学者 3 8.8 10 14.9 36 20.1 29 13.4 25 8.2
専修学校・外国の学校
教育訓練機関等
2 5.9 4 6.0 9 5.0 7 3.2 11 3.6
医療・福祉施設入所 0 0.0 3 4.5 1 0.6 6 2.8 5 1.6
臨床研修医 0 0.0 2 3.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
一時的な仕事に就いた者 2 5.9 6 9.0 10 5.6 10 4.6 30 9.9
不詳・死亡者 3 8.8 5 7.5 14 7.8 37 17.1 36 11.8
上記以外の者 11 32.4 25 37.3 63 35.2 70 32.4 122 40.1
計 34 100 67 100 179 100 216 100 304 100
2008 2009 2010 2011 2012
(人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％)
就職者 388,000 69.9 382,000 68.3 329,000 60.8 340,143 61.6 357,011 63.9
進学者 67,000 12.1 68,000 12.2 73,000 13.4 70,465 12.8 65,683 11.8
専修学校・外国の学校
教育訓練機関等
9,000 1.6 10,000 1.8 14,000 2.5 12,192 2.2 11,173 2.0
臨床研修医 9,000 1.6 9,000 1.6 9,000 1.7 8,923 1.6 8,893 1.6
一時的な仕事に就いた者 11,000 2.1 13,000 2.3 19,000 3.6 19,107 3.5 19,569 3.5
不詳・死亡者 11,000 1.9 9,000 1.6 11,000 2.0 13,521 2.4 9,797 1.8
上記以外の者 60,000 10.8 68,000 12.1 87,000 16.1 88,007 15.9 86,566 15.5
計 555,000 100 559,000 100 542,000 100 552,358 100 558,692 100













思決定 ・ 批判的思考からなる「自己管理」や対人関係スキル ・ 効果的なコミュニケーションからなる「対人関係」に不
足意識を感じていることを明らかにしている。また、大学生における発達障害の特性を意識した支援として、森光 ・ 小







ら明示化された ADHD の特徴が併存するような対象においては、大学生における ADHD 特性に起因する二次的な問題
として「プランニングの弱さ」と「不安」に着目して開発された、進路決定を促す支援のためのワークショップ型介入


















障害者は29万 1 千人で全体の約76％、知的障害者は 7 万 ５ 千人で全体の約20％を構成しているのに対し、精神障害者は
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